
 

 

 

 

 

学校の教育目標「地域とつながり、未来を拓く『下南っ

子』の育成」を達成するため、育成を目指す資質・能力を

「読む力、自分を認める力」と定め、プロジェクトチームを

中心に組織的に取り組まれています。昨年度、飛込授業をさ

せて頂きましたが、その子ども達が大いに成長した姿を見る

ことができ、とても嬉しかったです。 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、読む力を

向上させるため速読を取り入れた

り、２学期から眼筋を鍛えるビジョ

ントレーニングを行う等、子どもの

成長を検証した後、新たな取組を積

極的に取り入れている点です。この

ことで、取組のマンネリ化を防ぐと

ともに、目的と手段が明確になって

います。 

今後は、取組内容によっては期間

を決めて集中して行ったり、児童会

に任せることで自治力を高めたりす

ることで、子ども達自身が成長を感

じるようなやり方も検討してみては

いかがでしょうか。また、それぞれ

の取組が、最上位の目標である「読

む力、自分を認める力」へ繋がるか

を確認することで、教科横断的な実

践につながると思います。また、ブ

ロックの小学校や中学校との連携も

より深めることを期待します。 

 
授業から学ぶ 
全学級を参観しました。どの授業も、必然性を感じる課題が設定され、学び合い

が行われていました。特に２年生の「うろうろタイム」は効果的でしたね。また、

指導案の「振り返り」もように、教師が願う具体的なゴールの姿で表されいるの

で、「ねらい」との連動や評価規準がより明確になっていました。 

今後とも、「振り返り」や、単元全体の目標について研究をすすめることで、「読

む力を高める授業の工夫」の効果的な実践を期待します。 
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